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国際的な専門団体である内部監査人協会 (TheInstitute of Internal Auditors， Inc.:以下IIAと表記)
の日本代表機関として、国際的な交流活動を行うとともに、内部監査人の国際資格である公認内部







































































第4は、 トレッドウェイ委員会支援組織委員会 (TheCommittee of Sponsoring Organizations 
-73一日本内部監査協会[内部監査基準Jの改訂についての解説と考察


















1.内部監査の独立性と客観性 | 第l節 内部監査の独立性と客観性
2.内部監査部門の組織上の位置 | 第2節 内部監査部門の組織上の位置づけ
























































































































































































































































原則を明らかにすること (1. Delineate basic principles that represent 
the practice of internal auditing.) 
2.広範な付加価備の高い内部監査を実施し、
(2) 組織体の目標達成のために内部監査を実施 推進するためのフレ}ムワークを提供することし、これを推進するためのフレームワークを
(2. Provide a framework for performing and 提供すること




を確立すること (3. Establish the basis for the evaluation of 
internal audit performance.) 
4. より高い組織的プロセスや業務の実施であ
(4) 内部監査が組織体の運営プロセスや諸業務 るように支援すること






































































第1節 内部監査の独立性と客観性 1110 -組織上の独立性
第2節 内部監査部門の組織上の位置づけ 1120-個人の客観性
第3節 内部監査人の責任と権限の明確化 1130-独立性または客観性の侵害
第3章 内部監査人の能力および正当な注意 11200 -熟達した専門的能力および専門職として
第1節専門的能力 | の正当な注意













第5章 内部監査部門の運営 12000 -内部監査部門の管理
第l節 中・長期基本方針の策定 2010 -(内部監査部門の)計画の策定
第2節 リスク評価に基づく計画の策定 2020ー 伝達と承認 (Communicationand 
第3節計画の報告および承認 ApprovaI) 
第4節 監査資源の管理 2030 -監査資源の管理
第5節連携 2040 -方針と手続 (Policiesand Procedures) 






第l節 ガパナンス・プロセス 2110ー ガパナンス
第2節 リスク・マネジメント 2120ー リスク・マネジメント
第3節 コントロール 2130ー コントロール
第7寧 個別の内部監査の計画と実施 12200田内部監査(アシュアランスおよびコンサ
第1節 内部監査実施計画 | ルティング)の個々の業務に対する計画














































すなわち、 IIAでは内部監査の「専門職的実施の国際フレームワークJ(The International 




























































































































































































参照の有無 「基準」に 「国際基準」に 「基準」と 照らして 合計
照らして作成 照らして作成 「国際基準」に 作成していない
照らして作成
返答企業!会社数 985 48 318 566 1917 
全社 t-_..圃.幽ー・ー-......・・・・・・・・旬圃園開開 .........・・・・・・・・・・・・・・・..................... "・....................-・・・・田骨脚i比率(%) 51.4 2.5 16.6 29.5 100 
うち、 i会社数 679 30 192 369 1270 
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